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本資料についての注意点本資料についての注意点

•• 本資料に含まれます業績目標等の将来数値に本資料に含まれます業績目標等の将来数値に
つきましては、現時点で入手可能な情報に基づきつきましては、現時点で入手可能な情報に基づき
当社グループで判断したものであります。当社グループで判断したものであります。

•• 将来数値には様々な不確実要素が内在しており、将来数値には様々な不確実要素が内在しており、
実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が
ありますので、この将来数値に全面的に依拠してありますので、この将来数値に全面的に依拠して
投資等の判断を行なうことは差し控えてください。投資等の判断を行なうことは差し控えてください。
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プレゼンテーションのポイントプレゼンテーションのポイント

l ACCESSソフトウェアの累積出荷台数、および、搭載製品数は
それぞれ８０００万台、１９１機種(2002年11月末時点)と順調に拡大

l 国内では、FOMAおよびL-modeの第二世代機種が出荷開始。
海外では、ブラウザ(NetFront 3.0)、MMSクライアント、Java
ソフトウェアを搭載した携帯電話、PDA等、海外市場における実績が
拡大し、顧客基盤の足固めが着実に進行

l 第２四半期決算時の方針通り、コスト抑制、人材採用の実質凍結、
子会社の事業計画精査を実施。これにより、連結黒字化への
方向性が定まった

l 来期は、2004～2005年頃に予想される第三世代携帯電話・
ネット家電市場の急激な拡大を見越した事業基盤固め、体制固めを
テーマに事業推進していく
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１．リリース製品実績
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搭載製品数・出荷台数搭載製品数・出荷台数
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11QQ　　主要リリース製品主要リリース製品

日立デジタルTV Wooo

三菱FOMA D2101V

松下電送システム（株）
Lモード「UF-L3WCL」「UF-L3CL」

（株）スクウェア
プレイオンラインViewer
（for PS2）

NetFront for ⊿
（NECインターチャネル）

KDDI @mail
アルパイン（カーナビ）
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２２QQ　　主要リリース製品主要リリース製品

N504i F251i D251iF504i D504i

KGT i-mode端末
（N530i ）

KDDI@mail端末
（京セラTK21）

シャープ Lモード
(UX-W30CL/UX-W30CW)

キヤノン　Lモード
（CF-VL10）

パイオニア Lモード
(TF-LP900F )

Sprint向け端末
（SCP-4900 ）
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３３QQ以降　主要リリース製品以降　主要リリース製品

SONY
CLIE PEG-NX70V

Fujitsu Pocket 
LOOX /FLX2H Sharp　ザウルス

コミュニケーション
アダプター

N251i
（NEC)

F671is
（Fujitsu）

FOMA T2101V
（Toshiba）

R692i
（Nihon-Musen）

松下電送システム
「KX-L6CL/KX-L6CW」

シャープ
「fappy(ファッピィ)」

九州松下
おたっくす

Sharp　ザウルス
「SL-B-500」

Sharp　ザウルス
「SL-C700」

カシオ
KDDIムービー携帯
「A5302CA」

N504is
（NEC）
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２．２Q説明会以降の事業推進状況
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wwプレスリリースプレスリリース((20022002年年99月月1010日日))
ACCESSACCESS、、NTTNTTドコモと次期ドコモと次期FOMAFOMA端末向け端末向け
ブラウザを共同開発ブラウザを共同開発

次世代次世代FOMAFOMA　　出荷開始へ出荷開始へ

ドコモとの
直接ライセンス
契約締結完了

ドコモとの
直接ライセンス
契約締結完了

• ＮＴＴドコモとの直接ライセンス契約の
締結完了

• 次世代ＦＯＭＡ対応メーカー全てに対して、
ＡＣＣＥＳＳがソフトウェアを供給

• 年末～年初にかけて、まずは３社から、
NetFront3.0搭載のハンドセット出荷予定

ロイヤリティー
単価ＵＰ

ロイヤリティー
単価ＵＰ

• 既存ＰＤＣ端末と比較し、ロイヤリティー単
価が向上(⇒　収益率ＵＰ)

ＰＤＣ端末への
展開も視野

ＰＤＣ端末への
展開も視野

• プラットフォーム共通化による開発効率の
向上を目指し、ＦＯＭＡ以外の端末へのソフ
ト供給も視野に
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LL--modemode((NTTNTT東日本／西日本東日本／西日本))

第一世代L-mode 次世代L-mode　出荷開始

• 第一世代のL-modeでは
ACCESSブラウザシェア１００％

第二世代　L-modeスタート！
NetFront3.0搭載で、より多彩なサービスを武器にユーザー拡大へ

第二世代　L-modeスタート！
NetFront3.0搭載で、より多彩なサービスを武器にユーザー拡大へ

l NetFront3.0を搭載し、

よりリッチなコンテンツに対応。

サービスも多彩に。

l ブラウザ100%シェアを維持
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MMSMMSクライアント出荷開始クライアント出荷開始

Vodafone、China Mobile等の主要キャリア向け
携帯電話での実績が拡大

Vodafone、China Mobile等の主要キャリア向け
携帯電話での実績が拡大

wwプレスリリースプレスリリース((20022002年年1212月月1616日日))
ACCESSACCESS、、MMSMMSクライアントソフトウェアを開発クライアントソフトウェアを開発
～松下通信工業製海外向け携帯電話に採用～～松下通信工業製海外向け携帯電話に採用～

l MMSクライアントソフトウェアを海外市場向け
Panasonic携帯電話｢GD87/GD88｣に搭載

l Vodafone、China Mobile等の海外市場で

の発売開始
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収益化へ向けた直近の施策収益化へ向けた直近の施策

１．徹底的な
コスト見直し

• 下期(８月～１月)の予算について、
再度徹底的見直しを実施

• 販売管理費を中心に、大幅なコス
ト削減を実行

２．人材採用の
抑制

• 当面人員採用を抑制し、社員の増
加を必要最低限に留める

• 既存戦力を最大限活用し、収益性
向上に結びつける

３．子会社、新規
事業の事業性精査

• 子会社および新規事業案件の収
益性を再度精査し、当面収益化が
見込めないものについては、撤退・
プロジェクト終了等の施策を実施し、
事業の選択と集中を図る

l 収益機会の可能性を広く

探るため、幅広く手をつけ

てきたのがこれまでの展開

l プラットフォームを押さえる

戦略が実を結びつつある

現在、当面は短期的に利

益の見込めない事業に関

しては一旦縮小

l 将来性のある事業につい

ては、利益拡大後に推進

基本方針 具体的な施策

第２四半期説明会資料より抜粋

⇒コスト管理の徹底により、単体での黒字化達成

⇒採用を実質凍結し、パートナー、外注等の効率的な活用

を通じて、将来の芽を摘むことなく人員増を最低限に留めた

⇒ 計画の見直しを実施し、来期連結黒字化へ
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ACCESS Systems AmericaACCESS Systems Americaの展開の展開

• Sprint PCS向け
三洋ハンドセット(SCP-4900)
へのNetFront3.0搭載

• Palmへの包括的ブラウザライセンス
契約を締結。
今後、ロイヤリティー収入が発生

• Telcel(ベネゼエラのキャリア：Bell 
Southグループ)向けに、トータルソ
リューションを提供

•サービス導入に関するトータルなコ
ンサルティングサービスも提供

• PCSS(コンテンツサブスクリプション
サーバー)をライセンス

• GTRAN(韓国メーカー)のハンドセッ
トへ、ブラウザ、および、Javaソフトウェ
アを供給

• Bell Southグループ全体におけるト
ライアル案件として位置付けられ
ており、今後グループ内の他のキャ
リアへの展開を実施予定

クライアント事業 サーバー事業

ACCESS Systems America
（US, Fremont）

l クライアント事業においては、
来期より確実に収益をあげられる
体制に

l TelcelからスタートするBell South
グループでの案件を軸に、サー
バ事業の収益の中での事業展開
を行う
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ACCESS Systems EuropeACCESS Systems Europeの展開の展開

ACCESS Systems Europe
（ドイツ：オーバーハウゼン）

国際 i-mode端末へのソフトウェア搭載
l 既にスタートしたKPNグループ、KGT(台湾)のi-modeサービス向け携帯

電話へのソフトウェア開発を実施(NEC製、Trium製等)

l 2003年春を予定しているTelefonica向け開発も推進中

l 今後も、Docomo提携キャリア向け携帯電話へのソフトウェア搭載を加速

l ブラウザだけでなく、Java(JV-Lite２)などのソフトウェアも提供

MMSクライアントの提供
l MMS(Multimedia Messaging Service)用のクライアントソフトウェアを開発

l ヨーロッパ、中国語圏での発売が開始されたPanasonic製携帯電話へ搭載

開始

l Vodafoneをはじめ、今後いくつかのキャリア向けに出荷される見通し

キャリアへのコンサルティング・その他

l ドコモ提携キャリアおよびその他キャリア向けの、モバイルインターネット

サービス立ち上げに向けた、有償コンサルティングサービスを提供

l 既に、KPNグループ、ブイグテレコム等、複数キャリアでの実績あり

l Huchison 3Gグループに対して、コンテンツ作成ツールをワールドワイドで

ライセンス提供
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ACCESS ChinaACCESS Chinaの展開の展開

ACCESS China
(北京)

主な営業活動実績

China Unicomとの包括契約
l CDMA１X方式のマルチメディアメッセージング用ソ

フトウェアの唯一の提供企業として承認された

l 今後、China Unicom向け端末開発メーカーへのソフ

トウェア提供を実施

⇒ 現在、China Unicom向けハンドセットメーカー５社と

契約締結完了。年内には７社程度との契約が締結できる

見込み
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ACCESS PublishingACCESS Publishingの展開の展開

出版事業 デジタルコンテンツ事業

東京カレンダー 東京情緒食堂 生本

＋

l 東京カレンダー(月刊誌)を軸に、順調
に読者を拡大・確保

l 来期は、出版事業単体として赤字を出
さないことを必達事項として、事業を推
進

来期は、利益、キャッシュフローベースでの
プランを確実に推進し、収益化させる

来期は、利益、キャッシュフローベースでの
プランを確実に推進し、収益化させる

l 日産カーナビ向けのコンテンツ配信、およ
び、ドコモ向け動画コンテンツ配信等、出
版事業とのシナジーを生かした案件を推
進中

l 出版事業でアグリゲートしたコンテンツを
活用したデジタル事業で黒字化を図る

日産カーナビ向け
コンテンツ配信

ドコモ向け
動画コンテンツ配信
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３．その他主要案件の推進状況
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HuchisonHuchison３３GG向けの取り組み向けの取り組み

海外市場での初のW-CDMA(３G)案件であり、
今後拡大する３G携帯電話市場における実績を蓄積
海外市場での初のW-CDMA(３G)案件であり、
今後拡大する３G携帯電話市場における実績を蓄積

wHuchison　３G(H3G：イギリスの３G通信キャリ
ア)における３Gサービスが来年初に開始

wNECより、ACCESS製ブラウザ　NetFront3.0
搭載のW-CDMA端末が発売される予定
(2003年初)

wブラウザに加えて、コンテンツプロバイダー向け
オーサリングツール(コンパクトビルダー)も、
H3Gへ一括ライセンス
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PDAPDA

国内および海外のPDA市場に対しても
ソフトウェア供給を推進

国内および海外のPDA市場に対しても
ソフトウェア供給を推進

wシャープZaurus向け搭載実績拡大
－　SL-A300
－　SL-B500
－　SL-C700

wPalmソースとの包括ライセンス契約を受け、
PalmライセンシーへのNetFront v3.0 の搭載を
推進中

－　今後、複数のPalmライセンシーより、
NetFront v3.0搭載の製品を出荷予定
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その他その他AsiaAsia市場の展開市場の展開((1/2: 1/2: 台湾台湾))

wKGT向けi-mode端末を提供中

wその他、台湾およびシンガポールの複数キャリアと、
NetFront v3.0をベースとしたハイエンドサービスの
実施に向けて、現在協議中

wまた、台湾メーカ各社へのブラウザ、Java、OSなどクラ
イアント側ソフトウェアのトータルソリューションの提供

－携帯電話、PDA等で、今後実績拡大の見込み

台湾・シンガポール
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その他その他AsiaAsia市場の展開市場の展開((2/2: 2/2: 韓国韓国))

wgTran社より、NetFront v3.0およびJV-Lite2を搭載
した携帯電話を、南米キャリアTelcel(Bell Southグルー
プ)向けに発売開始

wその他、韓国メーカーへのブラウザライセンス契約を推
進中

－携帯電話、カーナビ、セットトップボックス等への
ブラウザ搭載案件多数あり

韓国

グローバルでの製造拠点となりつつある、
台湾・韓国を中心としたAsia市場での実績も拡大
グローバルでの製造拠点となりつつある、
台湾・韓国を中心としたAsia市場での実績も拡大
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ドコモ提携キャリアとの今後の見通しドコモ提携キャリアとの今後の見通し

★：AT&T Wireless

• ２００３年中サービス開始予定(NTT 
Docomo IR資料より)

• サービス開始に向け端末用ソフトウェ
ア開発中

★：E-Plus/KPN group
• サービス開始。まずはNEC端
末供給。東芝も出荷済み。

★：Bouygues Telecom
• トライアル用サーバプロダクトを
提供

• 2002年12月より商用サービス
開始

• NEC,Toshibaから端末出荷

ヨーロッパ

北米

★：Huchison 3G
• 2003年初サービス開始予定
• NECより、W-CDMA端末出荷
予定

★：KGT
• 商用サービス開始
• i-mode+WAPのデュアルブラ
ウザを提供中

台湾

ドコモ提携キャリアに対し、今後も継続して
ACCESSソリューションを提供

ドコモ提携キャリアに対し、今後も継続して
ACCESSソリューションを提供

★：Telefonica
• トライアルソリューション提供済み
• 2003年春の商用サービスに向け
て推進中
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４．来期に向けた体制強化の方針
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今後想定されるマーケットシナリオ今後想定されるマーケットシナリオ

2004～2005年頃にかけて、次世代携帯、ネット家電等
さまざまな市場が一度に立ち上がることが予想される

来期中に体制を固め、次に来る市場拡大の大きな波に備えることが肝要

2004～2005年頃にかけて、次世代携帯、ネット家電等
さまざまな市場が一度に立ち上がることが予想される

来期中に体制を固め、次に来る市場拡大の大きな波に備えることが肝要

携帯電話

家庭内
ネット家電

その他

2002 2003 2004 2005 2006

FOMA本格化

海外３G本格化

ブロードバンド普及
ホームネットワーク・
ＩＰ電話　本格化へ・・・

デジタルテレビ普及
• ADSL普及
• 光ファイバー普及　等

• 地上波デジタル本格普及

車のネット化

• ネット対応カーナビ普及
• 車載ＬＡＮ　　等
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来期に向けた体制強化の方針来期に向けた体制強化の方針

l やみくもな規模の拡大路線

ではなく、グループとして確

実に収益をあげていくこと

のできる基礎体力をつける

ことを主眼としていく

l 営業企画体制の強化、お

よび、内部管理体制の強

化を軸に、体制固めを行っ

ていく方針

来期事業の方向性 来期に向けた体制面での課題

１．営業企画体制の強化

l ソフトウェア営業だけでなく、それによって可能に

なるビジネスモデル全体を見据えた上での包括的

な提案が一層求められる市場に対して、顧客にとっ

て価値のある企画提案を行える体制に強化

２．開発体制の強化

l スピーディーかつコスト面、クオリティー面で競争

力のある開発体制を構築

l マーケットの拡大にあわせた臨機応変なリソース

配分を可能にする柔軟な体制を実現し、更なる強

化を推進

３．内部体制の強化

l グローバルでの市場拡大に対応していくための、

効率的なグループ経営を実現するための仕組み

作り、および、人材教育などを含めた企業としての

インフラ作りを推進


